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4１ はじめに

佐賀県教育委員会では、児童生徒の学習状況を把握・分析し、

児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる

ことを目的に、佐賀県小・中学校学習状況調査を行っています。

また、全国学力・学習状況調査の結果と一体的に分析する

ことで、各学校における学力向上に向けた検証改善サイクル

の確立につなげています。
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令和７年度
学校における
学力向上の
検証改善サイクル

【令和７年４月１７日】

全国学力・学習状況調査

小６・中３

佐賀県小・中学校学習状況調査

小５・中２

（評価シート）

１ はじめに

検証改善サイクルを
確立・機能させるこ
とにより、児童生徒
の学力向上を図りま
しょう。

・改善に向けた取組
〇 「評価シート」の効果的な活用に
よる改善に向けた取組の徹底
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…

、 では、

公開問題となっている22問から抽出し、分析しています。

３ 成果が見られた設問 ４ 課題が見られた設問

公開問題 非公開問題

全日程に共通する
問題

実施日により異な
る問題

生徒ごとに異なる
問題

⑥問 ④問 ⑯問
㉖問

生徒一人が
解く問題数

問題の構成について

「令和７年度全国学力・学習状況調査 『中学校理科』 IRTを用いた結果返却について」
（https://www.mext.go.jp/content/20250710-mxt_chousa02-000043584.pdf）を基に作成

生徒1人あたり、公開問題10問と非公開問題16問、計26問に解答している。
公開問題には全日程に共通する問題と実施日別の問題がある。
非公開問題は幅広い内容・難易度等から出題され、生徒ごとに異なる問題に解答している。

１ はじめに
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調査結果の示し方について

調査結果を、正答や誤答が、問題の特性（難易度
等）によるのか、生徒の学力によるのかを区別し
て分析し、算出された値（IRTスコア等）で示す。

調査結果を、問題に対する正答数・正答率で示
す。

従前（素点方式） R7年度調査から（IRT方式）

※素点方式の場合は、Ａさんの方が正答数（見ることができたランドルト環の数）と正答率が高くなる。
IRT方式の場合は、Ｂさんの方がスコア（どの大きさのランドルト環まで安定的に見ることができた
か）が高くなる。

※視力検査を例に説明すると ※視力検査を例に説明すると

「令和７年度全国学力・学習状況調査 『中学校理科』 IRTを用いた結果返却について」
（https://www.mext.go.jp/content/20250710-mxt_chousa02-000043584.pdf）を基に作成

１ はじめに
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IRTを用いると、異なる問題から構成される調査の結果を、同じものさし
（尺度）で 比較することができます。
これにより、幅広い領域・内容等についての調査が可能になるとともに、
学力の経年比較をすることができます。

IRTを用いることで、できるようになること

「中学校理科」IRTを用いた結果
返却に関する動画・リーフレット

①異なる問題からなるテストの結果を互いに比較することができる。
②異なる集団で得られたテストの結果を互いに比較することができる。

詳しくは

１ はじめに



２ 調査結果の概要
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全国学力・学習状況調査（全国調査）

２ 調査結果の概要

中学校理科

《教科全体》

年度
県平均
IRTスコア

全国平均
IRTスコア

R７ 485 503

Ｒ７の県平均IRTスコアは、全国平均IRTスコアを下回った。
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全国学力・学習状況調査（全国調査）

２ 調査結果の概要

中学校理科

《教科全体》

全国と比較して、中間層に当たるIRTバンド３の割合は同程度であったが、IRTバンド２の割
合は大きく、IRTバンド４の割合は小さい。

（※標準が３、最大が５）IRTバンド分布グラフ（横軸：IRTバンド 縦軸：割合）



３ 成果が見られた設問



13３ 成果が見られた設問

◇地域の言い伝えを科学的に探究する学習場面において、大地の変
化と、地層の様子やその構成物に関する知識及び技能を関連付け
て、地層の重なり方や広がり方を推定できるかどうかをみる。

◇気圧に関する身近な事象を問うことで、気圧の知識が概念として
身に付いているかどうかをみる。



４ 課題が見られた設問



15４ 課題が見られた設問

◆仮説を立てて科学的に探究する学習場面において、電気回路に関する知
識及び技能を活用して、仮説が正しい場合の結果を予想することができ
るかどうかをみる。

◆ガス警報器の設置場所が異なる理由を考える学習場面において、実験の
様子と、密度に関する知識及び技能を関連付けて、それぞれの気体の密
度の大小関係を分析して解釈できるかどうかをみる。

◆分解に関する身近な事象を問うことで、これまでに学習した理科の知識
及び技能を基に、化学変化の分解の知識が概念として身に付いているか
どうかをみる。



５ 指導改善のポイント



17

知識及び技能を活用して、仮説が正しい場合の結果を予想すること
ができるようにするためには、次のような指導改善を行うことが大
切です。

□独立変数や従属変数、単位などを生徒自身で考え、グラフや表を
作成して、測定値の関係性を見いだす学習活動を設定する。

□予想や仮説を立てる場面において、身に付けた知識及び技能や日
常生活の経験から、生徒が自分の考えをもち、対話を通して検
討・改善する学習活動を設定する。

５ 指導改善のポイント
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理科の見方・考え方を働かせて、これまでに身に付けた知識及
び技能を活用することができるようにするためには、次のような
指導改善を行うことが大切です。

□観察、実験の結果を分析して解釈する場面において、観察、実
験の結果を比較したり、これまでに身に付けた知識及び技能と
関連付けたりするなど、理科の「考え方」を働かせるような学
習活動を設定する。

□身近な現象を科学的に探究する場面において、身の回りの物質
と「粒子」を柱とする領域の知識及び技能を関連付け、分析し
て解釈する学習活動を設定する。

５ 指導改善のポイント
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化学変化の分解等に関する知識を概念として身に付けることがで
きるようにするためには、次のような指導改善を行うことが大切で
す。

□分解や化合についての観察、実験を通して、化学変化を粒子の保
存性に着目して、原子や分子のモデルを用いて可視化し、得られ
た結果と関連付けて考える学習活動を設定する。

□化学変化の分解等に関する知識及び技能を他の領域や身近な現象
と関連付けて、多面的、総合的に考える学習活動を設定する。

５ 指導改善のポイント



６ おわりに



21

まずは、以下の点において指導改善を図りましょう。

◆知識及び技能を活用して、仮説が正しい場合の結果を予想するこ
とができるようにする。

◆理科の見方・考え方を働かせて、これまでに学習した知識及び
技能を活用することができるようにする。

◆事実的な知識だけではなく、概念的知識として身に付けること
ができるようにする。

６ おわりに



22

授業に役立つ実践研究

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に役立つコンテンツ、指導と評価の一体化を図るためのコンテンツなど、
今すぐ使えるコンテンツが満載です。

佐賀県教育センターWebサイト６ おわりに
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「さがんば」（佐賀県学習問題）

これまでの佐賀県小・中学校学習状況調査

問題を基に作成されたＣＢＴ問題です。

学習ｅポータルにサインインして、МＥＸ

ＣＢＴ（メクビット）を使い、オンライン

上で学習することができます。

佐賀県教育センターWebサイト６ おわりに


